
宇都宮藩戸田家に関する本 

 

『宇都宮城主 戸田御家記 復刻版』（松井恒太郎／著 随想舎 1989）【K210.5/マ】 

  戸田家の「当用留」や「戸田明細記」をもとに，昭和 12 年（1937）に編纂された，戸

田家の伝記。これを昭和 36 年（1961）より下野史料保存会が刊行した，上・中・下巻

および「戸田忠恕記」を，1 冊にまとめて復刻したもの。 

 

『宇都宮藩戸田家旗印指物一覧』（徳田浩淳／編 宇都宮史料保存会 1959） 

【K210.5/ト】 

  戸田家が用いた旗，指物，提灯などを図で解説している。 

 

『宇都宮御所替御諸記』（徳田浩淳／編 宇都宮史料保存会 1961）【K210.5/ト】 

  安永 3 年（1774），戸田氏が島原より宇都宮へ移封となった際の，御触書や提出書など

をまとめた史料を翻刻，解説したもの。 

 

『宇都宮領主戸田因幡守 御勝手向御改革』（徳田浩淳／編 宇都宮史料保存会 

1962）【K210.5/ト】 

  嘉永 7 年（1854），財政の困窮した宇都宮藩の元締役が立てた，財政改革案を記した史

料を翻刻，解説したもの。当時の藩の財政状況が分かる。 

 

『宇都宮市史 第６巻 近世通史編』（宇都宮市史編さん委員会／編 1982）

【K210】 

  宇都宮市の歴史を調べるための基本資料。近世宇都宮で，領主として在任期間が最も

長い戸田家に関する記述は多い。なお，『同４巻 近世史料編Ⅰ』では「戸田家系図」

や領主の務め・領内の支配に関する史料などのほか，近世の町・村に関する史料も読

むことができる。 

 

『改訂 うつのみやの歴史』（宇都宮市／編 1992）【K210/ウ】 

 『宇都宮市史』の概説書として作られているので，宇都宮藩について，より分かりやす

く読むことができる。 

 

『宇都宮の軌跡〈改訂版〉 城下町宇都宮を訪ねて』（宇都宮市／編 1999）

【K202.1/ウ/2】 

  宇都宮市が市内に設置した文化財表示板などを掲載する。現在でも町割，地名などに

名残のある，近世宇都宮の城下町の姿をたどることができる。 

宇都宮市立図書館にある 



『宇都宮の旧跡』（宇都宮市教育委員会／編 1994）【K202.1/ウ/2】 

  宇都宮市内各地に残る旧跡を広く紹介している。調査内容も比較的詳しい。 

 

『戊辰日記』（徳田浩淳／編 宇都宮史料保存会 1957）【K210.6/ト】 

  慶応４年（1868），宇都宮藩の財政を担当していた県信緝が記した日記の写本を，加筆

訂正なく書き起こしたもの。 

 

『蒲生君平の『山陵志』撰述の意義―「前方後円」墳の名付け親の山陵研究の

実態―』（阿部邦男／著 皇學館大學出版部 2013）【K289/ガモウ】 

  P455～519「宇都宮藩による山陵修補事業」 

  幕末の宇都宮藩戸田家の一大事業である，山陵修補事業。その実施に深く影響を与え

た『山陵志』，およびその著者である蒲生君平についての研究書。 

◎同著 関連論文 

『宇都宮藩による山陵修補事業の実態―県信緝と戸田忠至を中心として―』（「明治聖徳記 

念学会紀要 復刊第 25 号」抜刷，1998）【K210.6/ア】  

『宇都宮藩による山陵修補事業―その諸問題克服と事業完成の歴史的意義―』（「神道史研 

究 第 48 巻第 1 号」抜刷，2000）【K210.6/ア】 

 

『北関東下野における封建権力と民衆』（秋本典夫／著 山川出版社 1981）

【K204 ア】 

  P135～179「宇都宮藩」 

  領主の変遷とともに，その土地で起こった，さまざまな問題の対応に奔走した民衆に

焦点をあてている。 

 

『下野と近世大名』（栃木県立博物館／編 1989）【K200.5/ト】 

  P67～73「宇都宮藩」 

江戸時代の下野国における大名の配置状況，歴史を明らかにするとともに，それにま

つわる史資料・史跡などを紹介する。 

 

この他にも資料がありますので，図書館職員にお気軽にご相談ください。 
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